
浜松市生活支援体制づくり協議体（第 2 層、しんぱら圏域） 第 1 回会議 議事録 

 

開催日時 令和 3 年 6 月 25 日（金）13 時 30 分から 15 時 30 分まで 

参 加 者 委員：14 人 事務局：2 人 関係機関：3 人 

場 所 ふれあい交流センター浜北 大会議室 

内 容 １ 開会 

   

２ 挨拶 

  会長より挨拶 

   

３ 委員紹介 

  自己紹介を行う。 

 

４ 議事 

（1） 副会長の選出について 

浜名地区、麁玉地区から 1人ずつ選出する。 

 

（2）令和 2年度の振り返り 

  令和 2年度の振り返りについて事務局から説明する。 

   

（3）令和 3年度生活支援体制づくり協議体 分科会報告について 

  【浜名地区の委員より説明】 

  ・今年度は浜名地区社会福祉協議会の活動内容の拡大と見直し、家事支援事業の更な

る活性化と合理化を図ることを目標に活動していく。 

  ・家事支援のコーディネーターは内野台と小松に多い。支援員は全体で 100 人以上いる

が固定メンバーが対応している。多くの人が対応できるようにしていくことが目標である。 

  ・家事支援の補助金を申請するのが大変なため、エクセルのマクロを使った「会計システ

ム」及び「支援内容等の集計システム」を、地域に詳しい方がいるので今期から使って

いきたい。また、運営支援システムと同時に地域別、目的別なども集計し、分析してい

く。 

 

  【麁玉地区の委員より説明】 

  家事支援、買い物支援、子育てサロン、高齢者サロン、まち居場所について活動状況 

  の報告をする。 

  ・買い物支援の利用者は前年同期の 822人から 655人と 20％減少した。減少した理由と 

して、昨年度は雨の日がなかったのに対し、今年度は雨が多いことが影響している。  

・家事支援員数は 44 人で増減はない。買い物支援だけを行う支援員数は 11 人から 14

人に増加した。 

 

 



・4～5 月の「まちカフェ」の利用者は 78 人で、前年同期で 40％減少している。高齢者の

外出が減っている影響があるかもしれない。認知症カフェはコロナの収束を待って今秋

から再開予定である。「まちキッズ」は休校した昨年に比べ大幅に増加している。 

・あらたま認知症講座は令和 4年 2月に開催する方向で検討している。 

・自治会と協力し、「見守りの見える化」に取り組む予定である。コロナにより着手できなか

ったが、年度後半に地区社協と連合自治会の共催でワークショップを実施できるか検

討を進める。 

・支援交流会やイベントを通じて部員の親睦と交流を図っている。参加者は 30人くらいで 

 前月の意見交換を行っている。5月はコロナ感染拡大のため、中止し資料を配布した。 

・麁玉地区社会福祉協議会では、麁玉地区でできる移動支援やシニアクラブと連携した

居場所を検討している。 

 

【委員からの意見・質問】 

 ・染地台は子どもが非常に多い。お年寄りの見守りもあるが、子どもの見守りをやっていき

たい。地区社協だけではなく、自治会、町内会、学校、個人と連携して行っていく。  

 ・麁玉地区は、自治会の OBの方が子どもの下校の見守りをしている。 

・地域のサロン、地区社協のサロンも含めサロンとして認められる条件は何か教えてほし

い。 

 →確認し、後日回答する。 

 

（4）包括しんぱら圏域の高齢者の状況について 

    ・高齢者の相談項目は、介護保険、認知症、精神疾患、家族問題、成年後見、虐待、そ

の他になっている。介護保険の相談としては、申請に関する相談であるが、その中でも

認知症に関する相談が多い。 

    ・浜松市の認知症施策である徘徊高齢者早期発見事業（オレンジシール・オレンジメー

ル）、認知症初期集中支援チーム事業、認知症サポーター養成講座、認知症カフェ運

営支援、認知症ひとり歩き（徘徊）模擬訓練事業などは、包括が直接かかわって事業を

行っている。 

 

【委員からの質問】 

 ・新型コロナのワクチン接種で高齢者世帯の 1 人暮らしの方で、予約やワクチンの相談

の実績があるか。 

 →かかりつけ医を持っている方が多いので、あまり相談はない。 

  

5 その他 

  次回開会日程を決める。 

   

今 後 の 

見通し等 

次回会議予定：令和3年 10月22日（金）13：30～ふれあい交流センター浜北 

・次回の協議内容は移動支援について行う予定で、北浜なか地区家事支援の会に依頼 

していく。 



 


